
「中津川市かわまちづくり」（岐阜県中津川市）
な か つ が わ し

１．概要
令和9年（2027）年にはリニア中央新幹線の東京～名古屋間の開業が予定されており、中津川市には中間駅である
リニア岐阜県駅（仮称）が設置され、これを契機とした駅周辺のまちづくりを進めています。

岐阜県の東の玄関口となる駅周辺を流れる千旦林川では、「清流の国ぎふ」のイメージをアピールできる親水性のあ
る空間づくりをコンセプトとして親水施設を整備し、まちづくりと一体となった水辺空間の創出を図るため、千旦林川沿い
を回遊できる親水性のある空間の創出を図り、自然や街道文化等の「なかつがわらしさ」を表現するとともに、駅周辺
の土地区画整理事業と合わせて親水性のある広場や回遊可能な川沿いの歩道を整備し、駅利用者や地域住民が
川沿いの駅前広場に集い、にぎわいを創出することを目指します。

河川管理者（岐阜県）は、この取組に対し、必要な河川管理施設を整備するほか、河川空間において営利活動を実
施する場合には、河川占用敷地許可準則２２条に基づく、都市・地域再生等利用区域の指定等の支援を実施してい
きます。

な か つ が わ し

対象河川 ： 一級河川 木曽川水系千旦林川 【県管理河川】

市町村名 ： 岐阜県中津川市

推進主体 ： 中津川市

※今後、工事実施のための詳細な設計等を実施することにより、実施内容を変更する場合があります。

２．ハード施策の内容
岐阜県 ： 河川管理用通路、親水護岸 等
中津川市 ： 散策路、橋梁（人道橋）、張り出しデッキ、親水公園 等

３．ソフト施策の内容
中津川市 ： 駅前広場と一体となった空間を活用したイベントの推進 等
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